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Ⅰ 緒言  

房総半島沿岸は，多くの漁場にめぐまれ，多種多量の  

魚介類が生息している。しかし同時に，人間活動の増大  

にともない，河口域を中心に多くの化学物質の流入がも  

たらされている。   

著者らは，これら魚介頬の食品としての安全性を確保  

するために，その生息水域の環境を反映する生物（指標  

生物）を定期的に採取し，各種環境化学物質の含有量調  

査を継続的に実施している。1・2）   

本報では指標生物3〉として，ムラサキイガイを用い，  

白アリ防除用有機塩素系殺虫剤クロルデンl〉（1986年9  

月12日，化学物質審査規制法で定める「特定化学物質」  

に指定，製造，輸入，使用が全面禁止となった。）を対  

象化学物質として，流入負荷量の異なると思われる8地  

点を選び．含有量の相対比較を行った。  

Ⅱ 調査方法  

1．指模生物   

房総半島沿岸に広く分布し，環境モニタリング指標生  

物として有用性の認められているムラサキイガイ5）（Myt－  

ilus edulis）を指標生物とした。  

1981年6月に，内房地区および利根川河口の8地点で  

成員を採取し，むき身にして粉砕し，試料とした。   

採取地：江戸川河口（以下江戸川），市川市高浜地先  

（高浜），花見川河口（花見川），千葉中央港（千葉港），  

養老川河口（養老川），木更津港，小糸川河口（小糸川）  

および利根川河口（利根川）（図－1）の8地点とした。  

′■  

■■  
図－1 ムラサキイガイの採取地点  

2．調査物質  

クロルデン標準物質：Technicalchlordane，a－，  

r－Chlordene，Chlordene，Heptachlor，Heptach－  

10r ePOXide，tranS．，CisqChlordane，tranS－，  

Cis－Nonachlor，0Ⅹy Chlordane   

cis－Nonachlorは米国食品医薬品庁（FDA）から，  

その他は全て米国環境保護庁（EPA）から供与を受け  

た。   

これらの50mgを精秤し，n－ヘキサンに溶解して50mゼ  

とし．1，000ppmクロルデン標準原液を調整した。   

3．分析方法   

前田ら6）の方法に準じて，図－2に示すフローシート  

に従って分析した。定量は，GC－MS．MID法7）によった。  
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Ⅰ抽出  Ⅲ 精製その1PCBを分離  

検体20gホモジネート  活性炭カラムクロマトグラフィー撫）  

振とう15分  

I  

KD洲全量5mβ  

遠心分離3，000rpmlO分  

Ⅳ 精製その2 農薬を分離  

一ヽ  

脱水←無水硫酸ナトリウム  

KD漬縮 全量10mゼ  

KD濃縮  

Ⅱ 液々分配 脂肪除去  

抽出液を15mβとする Ⅴ定量  

「 

nJへキセトニトリル 
1。。＿MS条件  

振とう10分  力ラム2％0V－11mX3mm  

l  

温嵐カラム185。C，注入口245。C  

アセトニトリル層をあわせる  キャリヤーガス ヘリウム22mβ／分  

E 

400m2  イオン化電圧70eV・EI法  

振とう10分  2 ECD－GC 条件  
カラム2％○Ⅴ－17 5mX3mm  

2％○Ⅴ－15mX3mm  一ヽ  

温度，カラム2200c，注入口2900c  

検出器2400c  

線源，63Ni  

キャリヤーガス 窒素60mg／分  

※）前田ら（1982）  

脱水←無水硫酸ナトリウム  

KD濃縮 全量5mg  

図－2 クロルデンの分析法フローシート  
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表1ムラサキイガイ中のクロルデン含有量（ppb）  

江戸川 高 浜 花見川   
1．2  0．6  0．6   

1．4  1．2  1．0   

12．5  12．7  15．8   

17．8  17．1  18．9  
9．3  10．6  13．8  
5．5  5．2  5．5  

千葉岬1   
0．6  0．6  ND  O．6  ND   
l．2  0．8  0．2  1．2  ND   
9．2  6．2  3．2  7．4  2．9   
12．7  9．8  4．9  9．8  4．2  
7．7  5．9  4．3  9．2  1．9  
3．6  3．3  1．7  3．0  0．7  

0Ⅹy Chlordane  

Heptachlor epoxide  

trans－Chlordane  
Cis－Chlordane  
trans－Nonachlor  
cis－Nonachlor  

total－Chlordane  47．7  47．4  55．6  35．0  26．6  14．3  31．2  9．7  

ND：不検出＜0．2ppb  

Ⅲ 結果および考察  

義一1に測定結果を示す。すべての試料からクロルデ  

ンを検出した。総クロルデン量でみると，最も高値を示  

したのは，新興住宅地の下流である花見川の55．6ppbで  

あった。ついで，郡市河川および工業地帯である江戸川  

の47，7ppb，高浜の47．4ppbの順であった。一一方，低値  

を示したのは，農村地帯の下流である利根川の9．7ppb  

および木更津港の14．3ppbであった。また，最大値と最  

小値では約5倍のひらきがあった。  

1983年の三浦半島久里浜地先の調査8）において，48  

ppbを検出し，1982年の東京湾荒川河口の調査g〉では，  

19種類のクロルヂン標準物質の総量ではあるが，63ppb  

を検出している。今回の調査結果は，これらの値と同一  

レベルの値であった。   

次に，採取地点毎のクロルデンのパターンを図－3に  

■■  

匡≡∃0ⅩyChlordane  

匹：ヨHeptachlorep。Ⅹide  

団trans－Chlordane  

皿cis－Chlordane  

ZZZZ3trans－Nonachlor  
匡ヨcis－Nonachl。r  

■■  0  

江戸川 高 浜 花見川 千葉港 養老川 木更津港小糸川 利馴l  

図－3 ムラサキイガイ中のクロルデンの成分パターン  

至っていないものの，広い範囲での残留が認められるた  

め，太平洋沿岸地域および安房地域を含め，今後も継続  

的に調査を行っていく必要があるであろう。  

Ⅳ まとめ  

房総半島沿岸に広く生息しているムラサキイガイを用  

いて，流入負荷量の異なる8地区における白アリ防除剤  

クロルデンの含有量調査を行い，次の結果を得た。  

1）すべての地区からクロルデンが検出され，その最  

高値と最低値では5倍のひらきが認められたが．検出パ  

ターンは同一の傾向を示した。  

示す。いずれも類似パターンを示している。このことは  

今後の調査において，含有量の多いtrans－，Cis叩Chl－  

or¢ane trans－Nonachlorなど特定の成分を測定する  

ことにより，クロルデン全体の残留傾向の把握が可能な  

ことを示唆するものと考えられる。   

更に，食品衛生上の安全性の目安として，国民栄養調  

査（1985）による貝類の1日摂取量を，仮に今回調査し  

なムラサキイガイで換算した場合，1日許容摂取量0．001  

曙／短／体重（FAO／WHO，1983）と対比すると，そ  

の摂取量は，許容摂取量の約1／300以下であった。   

以上の結果から，クロルデンは，房総半島沿岸の魚介  

頬に対して食品衛生上の安全性に影響を与えるまでには  
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2）新興住宅地の河口，郡市河川および工業地帯の河  

口では，農村地帯の河口および港湾よりも高い値を示し  

た。   

3）検出値を貝類の1日摂取量に換算すると，許溶摂  

取量の約1／300以下であった。   

4）クロルデンは，房総半島沿岸の魚介類に対して食  

品衛生上の安全性に影響を与えるまでには至っていない  

ものの，広い範囲での残留が認められるため，今後も継  

続的に調査を行っていく必要があろう。  

謝辞  

終りにのぞみ，本調査を実施するにあたり御指導いた  

だきました大阪府立公衆衛生研究所中村彰夫博士，なら  

びに模準物質に関して御協力いただきましたEPA Hea－  

1th Effect Branch Hale Vandermer博士，同Qual－  

ity Assurance Section Randy Watts氏に深謝いた  

します。  

文献  

1）吉岡嵐 加藤嘉久，保坂久義，佐伯政信（1985）：   

房総半島沿岸におけるハゼを用いた環境化学物質調   

査，千葉衛研報告，9，43－46．  

2）加藤嘉久 保坂久義，吉岡嵐 佐伯政信（1985）：   

東京湾産ムラサキイガイ中の残留農薬調査，千葉衛   

研報告，9，47－53．  

3）山県登術（1978）：生物濃縮一環境科学特論一   

産業図書，東泉 pp288．  

4）富田勲，山内文雄訳（1986）：クロールデンの環境   

保健クライテリア．日本公衆衛生協会，東京，pP  

80．  

5）Portmann，］．E．（1976）：Manualof Methods   

in Aquatic Environment Research part2－   

Guidelines for the Use of Bi0loglCalAccum－   

ulatorsin Marine P011ution Monitoring，F．   

A．0．Fisheries TechnicalPaper No，150，FAO，   

Rome，PP．68．  

6）前田浩一郎，中村彰夫，樫本隆（1982）：クロール   

デンの分析法について，第19回全国衛生化学技術協   

議会年会講演集．160－161．  

7）日本薬学会衛生化学調査委員会（1986）：衛生試験   

法，クロルデン類，日本薬学会第106年会公衆衛生   

協議会資料，7－10．  

8）環境庁環境保健部保健調査室（1984）：昭和59年度   

版化学物質と環境，環境庁，PP454．  

9）宮崎奉之，山岸達典，松本呂雄（1986）：海水，河   

川水及び魚介類中の残留クロルデン類の成分パター  

ン，食衛誌，27，49－58．  

■■ヽ  

Jヽ   

“52－－  




